
2021年度より年2回ニュースレターを発行しています。
スタッフ一丸となり、よりよい情報提供や診療を心
がけていきたいと思います。
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乳癌の術後治療は、がんの大きさ・サブタイプ・リンパ節転移の有無などに応じてどの薬を選択す

るか決めていきます。乳癌治療は『再発させないこと』が最大の目標であるため、少ない副作用で

再発率を抑えることが理想です。これまでの報告や乳腺外科医の経験より、再発リスクが高い方に

は化学療法を勧めますが、中には化学療法が必要かどうかはっきりわからない方がいます。このよ

うな方に対して、治療選択の手助けとなる『オンコタイプDX』という検査について今回紹介します。

◇◆オンコタイプDX◆◇
・ホルモン陽性HER2陰性乳がん（すべての方がこの検査の適応ではない）
・手術で摘出した組織を提出する（追加検査は不要）
・21個の遺伝子パネルを用いて再発スコア（0～100）、遠隔再発率、化学療法の上乗せ効果を算出
・リンパ節転移4個以上はデータはない
・検査費の公定価格は43万5000円（保険適応になったのは2023/9） 3割負担では13万5000円

←小さくて見にくいと思いますが、このようなレポートが返ってきます。再発
スコアによって化学療法をした方が再発率が下がるのか、化学療法をしても再
発率に差がない＝ホルモン剤のみで再発を抑えられるのかがわかります。と
いっても、中には化学療法の上乗せ効果が数％しかない方がいるのも事実です。
どこまでの治療を望むのかは一人一人異なると思いますので、最終的には主治
医との相談が大切になってきます。

乳癌の治療は手術して終わりではありません。術後の治療も大切であるため、
患者さんは治療のこと・仕事のこと・家族のことなど本当にたくさんの事を考
えないといけないと思いますが、ご自身の気持ちを整理し、わからない事は主
治医やサポートの看護師に相談して頂き、よい治療選択ができればと思ってい
ます。
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化学療法を行うかどうかを決めるための検査とは・・・


